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1．研究背景と目的 

1.1.社会的意義 

 新型コロナウイルスは，未だに日本各地で猛威を振る

っており，その影響（コロナ禍）は完全な沈静化の目途

が立っていない．コロナ禍では，社会的距離の確保や人

流抑制のために様々な対策が行われ，人々の生活は大き

く変化した．例えば，オフィスに通勤しない在宅勤務が

増加しており，2020年4～5月の緊急事態宣言解除後も宣

言前に比べて増えているという指摘もある1)．こうした変

化は仕事以外にも起こっており，大学等の授業はオンラ

イン化・ハイブリッド化し，ネットショッピングやデリ

バリーも増加している．このように従来は外出しなけれ

ばなしえなかったことが住宅内で完結するようになり，

コロナ終息後（ポストコロナ）においてもその傾向はあ

る程度維持されると考えられる． 

コロナ禍以前，オフィスや買い物の場等での対面の関

わり合いが様々な効用をもたらしており，コロナ禍はそ

うした機会を失わせた．一方，住宅中心の生活となるこ

とで，近隣住民との偶発的な交流が生じる可能性も期待

される．そして，その際の交流の場として，住宅内部と

敷地外に挟まれた庭やガレージなどの空間の役割が重要

になると考えられる．本研究では，そうした住宅内部と

敷地外を繋ぎ，近隣との交流の場となりうる空間を住宅

における「接点空間」と定義して，研究対象とする．  

1.2.既往の研究 

住宅の内部空間や敷地外でのアクティビティ（ふるま

い）についての研究は多くなされている．またコロナ禍

以降の住宅環境の変化・改善に対応した住宅内部と敷地

外の研究もなされており，設計に対する課題も指摘され

ている．例えば，安田らは，住宅内の作業環境のストレ

ス調査・机の配置によるストレス調査を行うことでステ

イホーム下での最適な作業環境の研究を行った2)．鈴木ら

は，新型コロナウイルス蔓延直後に生じた潜在的な住宅

選好でステイホームが強いられた状況下では遠郊外や通

勤圏外では自宅周辺の周辺環境を重視する新しい傾向が

あったと論じている3)．一方で，コロナ禍以降の庭やガレ

ージ，ベランダなど内部と敷地外を繋ぐ接点空間での研

究は見られない．あらゆる面で在宅化が進む中で，外部

と繋がる接点空間の分析が今後の建築における重要な課

題の1つであるといえる． 

1.3.研究目的 

そこで本研究では，郊外住宅における交流を生み出す

接点空間の設えとコロナ禍前後のアクティビティの変化

を調査し，今後の住宅における接点空間の在り方につい

て考察する．本研究によりポストコロナの「地域への繋

がり」を意図した住宅建築を考える一助となればと考え

る． 

1.4.建築化された領域 

先述のように本研究では，庭やガレージ，ベランダな

ど住宅内部と敷地外を繋ぎ，近隣との交流の場となりう

る空間を住宅における「接点空間」と定義した．加えて

接点空間内にあって外部に連続し，かつ建築的な要素に

よって境界を規定された部分を「建築化された領域」と

定義する（図1）．つまり「住宅の領域」のなかで，内部

空間の補集合として表される部分が「建築化された領域」

であり，「接点空間」である． 

図1 「建築化された領域(ε)」「住宅の領域」「内部空

間」「接点空間(β)」の位置関係 

 

2.調査方法 

2.1.文献調査 

(1)資料の選定と方法 

2019年1月以降に設計された首都圏の住宅作品を資料

として，コロナ禍前後での設計思考の差異を成立させる

特徴を明らかにする．資料の選定は2019年1月以降に

「住宅特集」誌に掲載されたものを対象とし，設計期間

の終了月が2019年1月～2020年3月のものをコロナ禍前，

2020年4月～11月のものをコロナ禍後に設計された住宅

として扱う． 

(2)建築構成の分類・表の整理 

コロナ禍以降の住宅構成の一端を捉えるために，①設

計時期，②前面道路との関係からみた配置（図2），③建

築化された領域の状態（図3），④面積比，⑤位相関係，

⑥動線的連続性（図4），⑦視覚的連続性（図5）の項目

で分析を行った． 

(3)親和図法による言説の分類 

住宅の外部・地域（住宅の領域外）への繋がりに関す

る設計意図を検討するため，「住宅特集」誌の解説文よ

り「外部・地域（住宅の領域外）と繋がる工夫」につい
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て，述べられている箇所を抽出し，質的分析方法の一つ

である親和図法4)によりまとめた（図6）．親和図法とは，

収集した情報をラベリング，カテゴリー化を行うことで

意味の分かるような全体像とするプロセスで、KJ法とも

呼ばれる． 

(4)マトリクスによる設計思考の傾向分析 

(3)の「住宅の領域外と繋がる工夫」の言説の分類を縦

軸，(2)の建築構成の分類を横軸にして，空間的側面に対

するマトリクスを作成し，分析した4)．事例が集中する箇

所を把握するために該当事例の頻度5)を表中内に示し，考

察の参考とした．なお，このマトリクスは，建築類型を

示すものではなく，設計思考の傾向を考察する際に参考

するものとして位置づける． 

2.2.アンケート調査 

「外部と繋がるための工夫」で設計者が考える視点と

接点空間における実際の居住者のアクティビティに差が

あるのかどうかについて調べるために，文献調査を踏ま

えて調査票を作成し、アンケート調査を実施した。調査

は，東京都，神奈川県，千葉県，埼玉県における戸建住

宅の在住者200人（調査会社モニター）に対してWebに

より実施した．調査項目を表1に示す．調査期間は，

2021年11月15日～22日である． 

 

3.調査結果 

3.1.文献調査 

対象とした住宅作品は105であり，2019年1月～2020

年3月に設計されたものが72，2020年4月～11月に設計さ

れたもの33であった．調査の結果、「住宅の外部・地域

（住宅の領域外）へのつながり」に関する建築構成と言

説の両面からコロナ禍前後で以下の7つの空間特性が抽出

された． 

 (1)屋根下外部(軒下)の“建築化された領域”の増加 

表1 アンケート表 

図3 建築化された空間の状態 

注) 図中の数字は該当作品数を示す 

 

図2 前面道路との関係からみた配置 

注) 図中の数字は該当作品数を示す 

 

図4 動線的連続 

注)例えばNo.61のみんか2020では「接点空間（庭）」から玄関 

へと至るのでaeである. 

 

図5 視線的連続性 

図6 言説の分類例 

①ラベル ［ ］方法, ｛ ｝目的 

②カテゴリー【 】［ ］-｛ ｝因果関係 
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図8“建築化された領域”の配置の変化 

表2注)頻度の上に書かれるマトリクス内の数字は該当す

る言説数を表す 

 

 

(図11,表2） 

(2)軒下・外部に家具設置の時，リビングと接点空間の

一体利用の増加（図11,表2） 

(3)接点空間（庭）と街路の視線的連続性の増加(図9) 

(4)接点空間と住宅内部の視線的連続性の増加(図9) 

(5)建築化された領域・接点空間は前面道路に接する

（図7,8） 

(6)裏庭にデッキを配置し,プライベート化(図11,表2) 

(7)玄関周りを中心とした動線計画の増加(図8) 

3.2.アンケート調査 

(1)コロナ禍におけるアクティビティ 

コロナ蔓延期間中は，外出頻度が大幅に減少し，通勤

時間・勤務時間が減少している傾向にある一方で，自由

時間や家事時間の増加が確認できた．コロナ禍にって，

自宅にいる時間が増えたことが考えられる． 

次にコロナ蔓延期間の「接点空間」において変化した

アクティビティを図にまとめた(図12)．蔓延期間で“増

えた”と答えた人数は、“ガーデニング”が最も多く、

次いで“読書”であった．蔓延期間で“減った”と答え

た人数は，“友人・近隣住民との交流”が最も多かった． 

同様に，コロナ禍後に「接点空間」で行いたいと思っ

ているアクティビティをみていくと，最も行いたい人数

が多かったのが，“ゆっくり過ごす・日向ぼっこ”であ

った． 
(2)接点空間の設えとコロナ禍での近隣住民との交流 

文献調査で導き出された“交流を生み出す”接点空間

の設えの特徴（(1)～(7)）と在宅時間が増えたコロナ禍に

おける近隣住民との偶発的交流の変化について、クロス

集計を行い、設えが偶発的交流に有意に影響を及ぼした

か否かをカイ二乗検定で検証した(表3)．カイ二乗検定

図7“接点空間”の配置の変化 

β*の配置:蔓延前(左図)と蔓延禍以降(右図)のマトリクス分析 

動線関係:蔓延前(上図)と蔓延禍以降(下図)のマトリクス分析 

 

図9 視覚的連続性のCOVID-19蔓延前後の変化 

表2 マトリクス分析 

図10 動線接続ののCOVID-19蔓延前後の変化 

図11 親和図法:蔓延前(上図)と蔓延後(下図) 
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の有意水準は，*p<0.05,**p<0.01とした．また,”p<0.1は，

関連があるものとして表現した． 

その結果、(5)前面道路の関係、(6)デッキの有無，(2)

リビングと接点空間の関係が、コロナ禍における近隣住

民との偶発的交流の変化に有意に影響していた。これら

について残差分析を行った結果，「リビングと接点空間

が一体的につながっている」，「デッキがある」の特徴

を持つ空間構成が，偶発的交流が増えたことに起因した．

「デッキがある」に偶発的交流が生まれたのは，外出を

しなくても、身近に自然の心地よさを取り入れることが

でき、またデッキに出ることで，住宅内にいながらも他

人（近隣住民）との距離を保ち，住宅の領域外の人たち

との視線が交わり偶発的交流が増えたと考える．「リビ

ングと接点空間が一体的につながっている」に偶発的交

流が生まれたのは，一体化することで建物内部にいな

がら外の環境を感じられる空間がつくられ，住宅

外の領域の人々との視線が交わったからだと考え

られる．接点空間と街路の関係は，「接点空間が外部に

接している」と偶発的交流に影響を及ぼす可能性が高い

ことが分かった．これは，住宅内部よりも住宅の外部に

接することで住宅外の領域からの視認性が向上し，偶発

的交流が生まれやすいと考えられる．さらに，接点空間

のうち偶発的交流が増えたと答えた人数が最も多かった

場所は，玄関であった． 

4.結論・まとめ 

本研究では，文献調査とアンケート調査を用いて接点

空間の設えとコロナ禍前後の接点空間におけるアクティ

ブティの関連を調査した．その結果，文献調査からは，

「外部と繋がるための工夫」として設計側が考える7つの

空間特性が抽出された．またアンケート調査では，文献

調査で抽出した7つの空間特性のうち，接点空間と領域外

と関係，デッキの有無，リビングと接点空間の一体利用

が，コロナ禍における近隣住民との偶発的交流の変化と

関連があることがわかった．以上の結果から，住宅が，

玄関廻りを中心とした動線計画で「リビングに接点空間

を繋げ，内外を一体化し，デッキを用いる」ことで偶発

的交流が生み出される可能性が示唆された． 

ただし，文献調査では，2020年4月以降に設計された

住宅の事例数が少なく，十分な検証ができたとは言い難

い．接点空間の設えと近隣住民との偶発的交流の関係に

ついても，webアンケート調査の検証のみである．今後,

抽出した空間特性を持つ住宅の現地調査や住民へのイン

タビュー調査等により，より具体的な検証が必要である． 
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表5注)  *p<0.05，**p<0.01，”p<0.1は関連有とする． 

p値が低いほどグレーのハッチングを濃く表す． 

有意差が確認できた枠内の下の数値は，調整済み標準化残差を表す． 

 

図12 COVID-19蔓延前後のアクティビティ変化 

表3 偶発的交流に影響を及ぼす要因 


